
■音楽系の部活動の今を探る
中 学校吹 奏 楽部 に関 する8 つ の所感

― 時間的余裕と専門的指導に余力をもち

冷静に音楽と向き合える場になることを願って

新山王政和（愛知教育大学）

はじめに こ れ に つ い て 議 論 す る 際 ， 学 校 選 択 の 自 由 が

あ る 高 校 と 中 学 校 を 同 一 に 考 え て は な ら な い
。

筆 者 は 本 学 会 第28 回 全 国 大 会(1997) で 「近

未 来 ， 教 育 現 場 で 学 校 吹 奏 楽 は ど う 生 き 残 る の

か ー 今 ， 学 校 吹 奏 学 を 音 楽 教 育 の 場 へ ， そ し

て 子 ど も の 下 へ ー 」 と い う プ ロ ジ ェ ク ト 研 究 を

行 っ たI ）
。
「 勝 つ た め の 部 活

」 や 「 管 理 教 育 と

し て の 部 活 」 か ら 離 れ よ う と ， 多 く の 関 係 者 が

努 力 を 重 ね て い た 頃 で あ る
。 そ の 後 も

関 係 者 と

接 し て き た が ， そ こ で 問 題 視 さ れ て い る 多 く は ，

次 の2 点 が 解 決 に 向 け た 示 唆 に な り 得 る と 考 え

る 。

① 指 導 者 も 生 徒 も 時 間 的 な 余 裕 を 持 っ て ， 冷

静 に 音 楽 活 動 と 向 き 合 う

② 外 部 指 導 者 等 を 活 用 し て 指 導 者 は 専 門 的 指

導 に 余 力 を 持 ち
， 冷 静 な 音 楽 指 導 を 心 が け る 。

こ の2 点 を 踏 ま え て 中 学 校 吹 奏 楽 部 が 今 後 も

永 く 続 く こ と を 願 い
，
内 包 す る 問 題 を 敢 え て 批

判 的 な 立 場 か ら8 つ の 所 感 に ま と め た
。

１　既にあるからやめられない吹 奏 楽 や 合 唱 等 の 部 活 動 は ， 発 足 当 初 に 期 待

さ れ て い た 音 楽 や 文 化 面 で の 意 義 や 教 育 的 効 果

と い う 意 識 は 薄 ま り ，「 あ る か ら や っ て 当 た り

前 」 に 陥 っ て い る と も 言 わ れ て い る 。 例 え ば 吹

奏楽部の場合, 2015年には中学校10,484校の

内の7,213校（69％）が全日本吹奏楽連盟に

加 盟 し て い る こ と か ら2 ）3）， 中 学 校 の 多 く で は

「元 々 あ る こ と 」を 前 提 と し て 体 制 が 組 ま れ,「 顧

問 と し て 活 動 を 滞 り な く や る こ と 」 が 当 然 の こ

と と 考 え ら れ て い る 。 加 え て 保 護 者 か ら も 「 毎

日 部 活 を や っ て も ら わ な い と 困 る 」 と い う 要 望

が 増 え て お り ， 全 て の 学 校 に お い て 多 種 の 部 活

動 を 用 意 し て 生 徒 を 参 加 さ せ る こ と が 求 め ら れ

て い る 。 し か し 少 子 化 に よ る 生 徒 数 減 少 と そ れ

に 伴 う 教 員 の 減 員 が 進 む 今 ， 学 校 単 位 で は な く

近 隣 の 学 校 と 合 同 で 活 動 す る ス タ イ ル の 導 入 を ，

学 校 関 係 者 だ け で は な く コ ン ク ー ル を 主 催 す る

全 日 本 吹 奏 楽 連 盟 で も 本 格 的 に 検 討 す べ き で あ

る と 考 え る4 ）。

1）報 告書は『音楽教育学』第27-4 号(1998) に掲載され，後に論説資料保存会の『教育学論説資料』第18 号(2002)

にも選ばれた。

2）文部科学省「文部科学統計要覧（平成28年版）」(2017年7月8日にアクセス）

http://www.mext.goj  p/b―menu/toukei/002/002b/1368900.htm

3）全日本吹奏楽連盟「すいそうがく」2017, No.202 (2017年7月8日にアクセス）

http://www.ajba.orjp/suisougaku202.pdf

4）NHK 視点論点「部活動顧問と働き方改革」(2017 年2 月9 日放送）

http://www.nhk.orjp/kaisetsu-blog/400/262693.html  (2017 年7 月1 日にアクセス）
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特集1★音楽系の部活動と音楽教育

２　「生徒が望んでいるから」という錯覚2 ．1　生 徒が 求 めてい る も のと ，指 導 者が や

り たいこ とと の乖 離

以前から続く「成果主義」も今では質が変わ

り，音楽的意識の希薄な指導者による適切では

ない指導が問題視されている。特に，個性重視

の下で育った多様な価値観を持つ生徒と，音楽

的ではない活動や指導が乖離していることが喫

緊の課題であろう。「音大に進むから吹奏楽部

はやめる」「合唱部では誤っだ発声が身に付く」

等の言葉が口にされて久しいが，これらに加え

て 「上 の大 会に進 む こ とが 自慢 」「コン クー ル

の結果 が生 き 甲斐」 等 の教師側 の 願望 と，「勝

つこ と」を 求めてし まう保護者 の気 持ち とが 絡

み合って，生徒 不在 の成果 主義的 な活動に陥っ

てし まう例 を耳に する。 しか し， これら とは相

容れな く真 剣に音楽 と向き合 うことを望む生徒

が， 止む無 く音楽系部 活動か ら離 れなけれ ばな

らない とい う事態 は看過で きない。

2 ．2　そこ へ何を 求 めてい るの か

「生徒 が求 めるこ と①②」「指導者 が重 きをお

くこ と③④ 」「指導 者 の力量⑤ ⑥ 」 によ り， 中

学校吹奏楽部の実態をA か らH に 分 けて みたい。

［生徒が求 めるこ と］

① 音楽 に関 する成 長を求めてい る。

② ソーシ ャルスキルの成長を求 めている5 ）。

［指導者が重 きをお くこ と］

③ 主 として音楽面に重 きを置いてい る

④ 主 として音楽外に重 きを置いて いる

［指導者の力量］

⑤ 指導者 は， その分野に精通してい る

⑥ 指導者 は， その分野に精通 してい ない

［A：①―③－⑤］音楽的な成長を求める生徒に

対して，その分野に精通した指導者（外部指導

者も含む）によって，音楽に重きを置いた指導

が行われる理想的なタイプ。

［B：①－③―⑥］A との違いは音楽に精通する

教員の不在である。適切な外部指導者を確保し

て，顧問教師と連携することが求められる。

［C: ①－④－⑤］生徒は音楽的な成長を求め，

指導者もそれに応えるだけの力量を持っていな

がら音楽面以外での成果を求められる，生徒も

指導者も苦しむタイプである。コンクールの成

績に関する内外からの圧力や，学校を挙げて生

徒指導や生活指導等が求められることにより，

音楽面での活動が薄くなってしまう。

［D: ①－④－⑥］生徒は音楽的な成長を求めて

いるにもかかわらず，音楽分野に精通してない

指導者が音楽外のことに重きを置いている，生

徒が苦しむ捻じれタイプである。適切な外部指

導者を配置すべきであろう。

［E: ②－③－⑤］音楽に精通する指導者が音楽

面での活動を行いたいのに，生徒はそれを望ん

でいない，指導者が苦しむ逆捻じれタイプ。

［F: ②―③－⑥］音楽に精通していない指導者

が，音楽面の成長を望まない生徒を相手に音楽

的な活動を行なおうとする空回りタイプ。

［G：②－④－⑤］指導者が音楽専門家としての

力量を発揮できず自らの存在価値を見失い音楽

系部活動から離れてしまうタイプ。人的再配置

や近隣校との部の統合を検討すべきである。

［H：②―④－⑥］音楽系部活動として存続させ

る意義は希薄であり，費用対効果の面からも部

の整理・統廃合を検討すべきである。

以上のように，生徒の意識と指導者の意識を

マッチングするためにも，適切に外部指導者を

配置したり，教員の再配置も含めた近隣校との

部の再編を検討したりすべきであろう。

5）ソ ーシャルスキルとは，一般的には「日常生活の中で出会う様々な問題や課題に，自分で，創造的でしかも効果

のある対処ができる能力」と言われている。
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音楽系の部活動の今を探る

３　メディアに作り上げられた吹奏楽部近年 の吹奏楽 （ブラバン） ブームの きっ かけ

は 「ス ウィン グカ ー ルス 」(2004) と，「笑 っ

て コ ラ えて ！　日本 列 島吹 奏 楽 の旅 」(2004)

で あ ろ う。 また吹奏 楽部を舞 台にした書籍類 も

増加し，筆者が知 るだけでも次の ものがあ る。

①　 吹奏楽部を舞 台にしたコミッ ク（書名の み）

『ヒビ キ ノBB 男 子校 吹奏 楽部 ライ フ』『う らバ

ン浦和泉 高等学校吹奏 楽部』『青空エ ール』『放

課後ウ インドオ ーケスト ラ』『アン ダンテ』『小

桧 山中学 吹奏楽部』『ブ ラブラパンパ ン』『ブ ラ

ス ラブ 』『水 色時 代 』『暴 走 系吹 奏 楽列 伝 ブ ラ

ボー』『さくら音楽隊』『たらのめ高校吹奏楽部』

『SOULCATCHER （S）』『吹奏 楽に恋をして
』

②　 吹奏楽部を舞台 にし た小 説 （書名のみ）

『楽隊 のうさ ぎ』『う さぎ とト ランペ ット 』『ブ

ラバン』『モデ ラートで行 こう』『ビ ート・ キッ

スBeatKids
』『 ス イ ン グカ ー ル

ス
』『天 帝 の は

したな き果 実』『グラツィ オーソ』『アインザ ッ

ツ』『カナデ，奏で ます』『チ ューバはうた う－

mitTuba ― 』『さよな らの次 に くる』『退出ゲ ー

ム』『空 想オルガ ン』『初恋ソ ムリエ 』『千年ジ ュ

リエット』『吹部 』『響 けユーフ ォニ アム北宇 治

高校吹 奏楽 部へ よう こそ 』『きんい ろカ ルテ ッ

ト』『錨 を上げ てー ぼ くらの ブラ スバンド 物語

－ 』『ブラスダイ ス』『碧 空のカ ノンー 航空自衛

隊航空 中央 音楽 隊 ノートー 』『ぼ くらは みん な

ここにいる』

関係者 の間では吹奏 楽 （ブ ラバ ン）がブ ーム

のよう に言 われてい るが， これ らの書籍で取 り

上げられてい るもの は音楽的な内容 に深 く触 れ

るもの は少 な く， 吹奏 楽の活況 さとは，実はメ

ディアや音 楽産業 に よっ て作 り上 げられた もの

と考えるこ ともで きる。

４　部活動の目的の変遷中学校へ部活動 が導 入された当初 は，「自主 的，

自発的 な参加に よりスポー ツや 文化 ，科学等 に

親しむ こ とで，学校 教育が目指 す資質 。能力 の

育成に資 する」 とい う目的 に沿 って，生徒 へ多

様な経験 を提供 するこ とに重 きが置かれてい た。

吹奏楽部 の場合 「国民 体育大会」 の開催 に合 わ

せて各地で 吹奏楽部 を整 備し たこ とが，音楽 経

験 の地域間 格差を狭 めるだけで な く，保護者 の

経済状況 に因る音楽教 育の格差 を補う ことにも

繋が った。 こ れが 昭和37 年 の東 京 オリ ンピ ッ

クに向け た過度な成果 主義か ら 「勝 つため の部

活」 に変 わ り， 昭 和50 年 代 以降 に は生徒 指導

の面で の有 効性 が注 目さ れ，「非行 を防 ぐた め

の部活」 として管理教育 の一方策 に使 われ るよ

うになった。 そして今 は， 道徳面で の指導を補

う 「人間性 の陶冶のた めの部活」 へ期待が寄せ

られてい る。 これに加 えて， 経済界 や産業界か

らは「イベントや コン クール産業 としての部活」

へ熱い視線が注がれてい る。

よって筆者 は，前述 した部活動本来 の目的 に

沿って，中学校 吹奏楽部 が再び冷静 な音楽活動

を提供 し得る場にな ることを望 んでいる。

５　過熱化した部活動の問題を整理する5 ．1　過熱化 の原 因をさ ぐ る

国 立 青少 年 教育 振 興機 構 「青 少年 の体験 活

動 等 に 関 す る 実 態 調 査 」(2014) に よ る と88.8%

も の 中 学生 が部 活動 に参 加 してい る こ

とが わかる6 ）。 その理 由 として次 の3 点 が考 え

られる。

①　 高校入試や 大学入試 だけで はなく就職の際

6 ）国立青少年教育振興機構「青少年の体験活動等に関する実態調査（平成26 年度 査）調査結果集計」(2017 年

7月3日にアクセス）http://www.niye.go.jp/kanri/upload/editor/107/File/05syuukei.pdf
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にも，基本的生活習慣や規範意識が身に付く

ものとして部活動経験が高く評価される実状

がある。そのため「入試や就職試験のために

部活をする」という生徒は多く，「子供が部

活をしていると安心する」という保護者も少

なくない。しかし現実には，規則の多さや厳

しさに辟易して本当に指導を必要とする生徒

は参加しないか途中で辞めてしまうと言われ

ている。

②　部活動参加の利点として，自己理解，自己

実現，自己肯定感，意欲・関心・態度等の自

己アイデンティティに関する面の育成や，協調性

，他者理解，コミュニケーション，計画

立案力や問題解決能力，段取り力などのソー

シャルスキルに関する面での育成が挙げられ

ている。

③　競う文化や成果を求める気風に起因する勝

利至上主義と，その成果を売りにしようとす

る学校や地域等からの外圧。それらを盛り上

げる部活動関連産業やイベント産業の扇動。

5 ．2　部活過熱化を生徒の側から整理する

吹奏楽部で問題として考えられることに，長

時間の拘束と無思考的な活動，言葉によるハラ

スメントが挙げられる。

①　半ば強制的に長時間に亘つて拘束されるこ

とが問題である。放課後の練習に加えて朝練

が行われ，行事やコンクール前には昼練まで

課されると言う。運動部の場合は，体力的限

界や熱中症対策等から活動時間が制限される

が，吹奏楽部の場合は個人練習・パート練

習 。合奏を通して長時間活動し，土休日や夏

休みには半日から丸一日練習することもある。

本来，生徒の自主的かつ主体的な活動である

はずの部活動が，参加の自由度を奪われた上

で「みんなでやる」という集団意識の下で事

実上義務化していたり，協調性の下に部員同

士が互いに同調圧力を掛け合ったりすること

が問題であろう。

②　指示されたことだけを盲目的に行うことを

良いこととする勘違いが問題である。思考力

を活性化する大切な思春期に，もし部活動に

おいて思考停止状態に陥っているとしたら，

生徒の自立を妨げている危険性を否定できな

い。吹奏楽部の場合，「指揮棒一本で演奏を

変える」等の，生徒から「試行を伴う思考。

判断・表現」を奪うような指導は慎むべきで

あろう。ちなみにプロ指揮者は演奏中，異口

同音に「アイデアのある音」を求め続けると

言う。

③　指導者のハラスメント行為を黙認してしま

う「部活体質」が問題である。今では，心の

問題として潜在化しやすい暴言によるバラス

メントが深刻である。加えて，生徒の側にも

「自分がターゲットでなければ関わりたくな

い」という傍観者的な心理や，アメとムチの

指導から生じる「暴言は熱心さの表れ。捨て

られるよりマシ」と自らへ言い聞かせるセル

フ・マインドコントロール，これらを耐え抜

いた時の達成感やそれによって得た成就感が

活動の目的にすり替わってしまう錯覚，そし

てこれらのことを中学生の頃から刷り込んで

しまうことが問題である。

5 ．3　部活過熱化を教師の側から整理する

「部活をやりたくて教師になった」という言

葉を聞く。かつて筆者も吹奏楽指導を夢見て教

師をめざしたが，「賞の色（金銀銅）」に執着す

ることに違和感を覚え，客観的に吹奏楽と向き

合うことで次の点を確認することができた7）。

①　コンクール強豪校より，人数が少ない弱小

校の方が，生徒の自己アイデンティティや

ソーシャルスキルは優れていることが多かっ

た。

7）新山王政和(2013) 『日本の学校吹奏学を科学する！』スタイルノート，第1 章から第3 章
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②　指導力の高いカリスマ教師が指導する強豪

校より，そうではない音楽教員が指導する弱

小校の方が生徒の音楽的成長は大きかった。

よって「カリスマ的指導」が必ずしも生徒

の音楽的成長や自立に繋がらない現実を冷静

に受け止め，個性重視の時代に育った生徒と

の向き合い方を慎重に検討し直す必要がある

と考える。そして，真剣に音楽を学び音楽を愛

する教員が，過度な成果主義による「勝った

めの部活」に飲み込まれ，吹奏楽部の指導か

ら離れてしまうことを防がなければならない。

③　寝る間も削って指導し，コンクールでよい

結果を出せることが優れた教員の証とする勘

違いが問題である。部活動を通して生徒の人

間的成長を支えることも大切だが，授業を通

してそれらを行うことが教員の本来の業務で

ある。

5 ．4　部活過熱化の原因は社会にもある

経済産業省が2017 年2 月に公表した「世界

が驚くニッポン！Wonder NIPPON ! 」の「日

本人独特の自然観『間』を見出す『道』を求め

る『和』をなす」を説明した部分には，過熱化

した部活動を是認し，それを目的に部活動が行

われているかのようにも読み取れる文章があ

る8）。

しかし『道』の精神は，かたちを変えなが

ら，脈々と受け継がれている。たとえば，部

活動に励む少年少女は，監督やコーチの指導

のもと，懸命に練習に打ち込み，全力を心掛

け，何より礼儀作法を教え込まれる。ここ

には，単純な技能向上としての訓練を超えた，
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『道 』の 精神 が宿っ てい る。 その練 習風 景を

見 た外国人 は， 驚かず にはいら れない とい う。

日本人 のDNA, 無 意 識には，いまもなお『道
』

が宿 っているのだ。（p ．37 ）

日 本の教育現場 では， スキルや知識 だけでな

く， 礼儀 や 心構 えな ど，『道 』 に通じ る精神

が 重視 さ れ る。 教育 に よっ て，『道 』 は日本

社会 の隅々まで浸透して きた。(p.  39)

現 実 には，厳 しい部活動 を経験し， それを乗

り越 えるこ とを称 賛す る雰 囲気 は根強 い。 吹奏

楽部 で掲げてい た標語 と同じ ものが， ブラッ ク

企業 の事務所 にも掲げ られていた とい う話は笑

い話で は済 まされない。 これらの ことから，過

熱化 した部活動 が存在す る原 因は，学校 側だけ

で はな く，それ を 「必要悪」 として黙認 し擁護

してし まう社 会の側にもあ ると考 える。

８　教師の多忙化の原因を整理する6 ．1　教 師の 勤務時 間の 実態

本当 に教師が多忙化 してい るのか確認 するた

めに，「教員 勤務実 態調査 （平成28 年 度 ）の集

計 （速報 値） にっ いて」か ら， 中学校 教諭の一

週間当た り学 内総勤務時間を抜粋 した9 ）。

H18年度　　　H28年度　　　　増加58時間06分　63時間18分　5時

間12分既 に平 成18 年 度 の時点 で， 一週 間 当た りの

法定 労働時 間40 時 間 を大 きく超 える58 時 間 も

学校 内での勤務 を強い られていた ことが問題で

あ る。 これ が平 成28 年 度 に は， 本 来割 増 賃金

8）経済産業省「世界が驚くニッポン！」(2017 年7 月3 日にアクセス）

http://www.meti.go.jp/press/2016/03/20170308001/20170308001-1.pdf

9）文部科学省「教員勤務実態調査（平成28 年度）の集計（速報値）について」(2017 年7 月8 日にアクセス）

http://www.mext･go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/gijiroku/_icsFiles/fieldfile/2017/06/23/1387211_05_

1･pdf
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を要する60 時間を超えて63 時間も勤務してい

る。

次に，学校内で従事する25 項目の業務から，

所要時間の多い順に5 つを抽出した。

平日　　　　　　　土日

授業（3時間5分）　　　部活・クラブ活動（2時間10分）

授業準備（1時間26 分） 授業準備（13 分）

生徒指導（1時間2分） 成績処理（13 分）

部活・ｸﾗ ﾌ 活゙動（41 分） 学校行事（12 分）

学年学級経営（38 分）　学年学級経営（4分）

ここには2つの問題がある。

①　土休日の学内超過勤務時間（3 時間22 分）

の過半を部活動が占めていることから，これ

が慢性的な休日出勤の原因になっていること

がわかる。特に吹奏楽部の場合は，平均を超

えて上日曜に2 時間42 分（平日は47 分）も

勤務していることが報告されている。ただし，

この調査が「2016 年10 月～11 月のうちの

連続する7日間の勤務実態の記録」から集計

されていることを考えると，コンクールの時

期や各種演奏会の時期には相当これを上回る

ものと思われる。

②　生徒の活動時間はここで挙げられた時間よ

り長いことから，部活動の多くの時間を生徒

は指導者不在で活動していることになる。こ

の指導者不在の常態化か, 5.2 で述べた部員

同士が互いに長時間拘束し合ったり同調圧力

を掛け合ったりする原因にもなっていると考

えられる。

6 ．2　教師の多忙化の原因

教師の多忙化か加速化した理由として，主に

2 つのことが指摘されている。まず2006 年度

に導入された義務教育学校教員の賃金に関わる

「総額裁量制」に関するものである10）。これは

国庫負担の総額内であれば各自治体が教員数を

決めることができる制度で，これにより正規教

員2 人分の予算で講師を3 人雇ったり，非常勤

講師を複数人雇用したりすることも可能になっ

た。しかし授業以外の業務に非常勤講師を当て

ることは難しいため，結果として正規教員の業

務負担が増大することへ繋がっている。

そしてより深刻なのは，そもそも経済産業界

の経営者側か，長期蓄積能力を有する無期契約

正社員を全体の3 割程度に抑えることで採算が

成り立つ と考えている上，被雇用者側も介護等

の様々な事情から多くの制約を受けない働き方

（期間や労働時間を限定した契約，単年度年俸

制）を選択する者が少なくないことである。

これらのネガティブな流れを断ち切り，正規

教員が長時間労働から解放されるためには，勤

務の在り方そのものを変えていくシステムづく

りが必要であろう。この議論の俎上に「教員本

来の仕事の精選（チーム学校）」と，それに実

効|生を持たせるための「部活動指導の外部委託

（部活動指導員）」が挙がってきたと考えられる。

6 ．3　今後の方向性

部活動における外部指導者の状況について，

「ベネッセ教育情報サイト2017/07/23」から

必要な部分を抜粋するII）。

① 「外部指導者の活用 の拡大のための特別な

措置」を設けている市区町村は28.5%

② 「顧問の複数配置の促進」を講じている市

区町村は30 ．6％

これは，実際に学校を運営するレベルでは実

10）文部科学省「義務教育費国庫負担制度について」(2017 年7月8 日にアクセス）

http://www.mext･go.jp/a_menu/shotou/gimukyoiku/outline/001/005.htm

11）ベネッセ教育情報サイト「部活動の見直し，なかなか進まず2017/07/23」(2017年7月29日にアクセス）

http://benesse.jp/kyouiku/201707/20170723-1.html
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効性のある対策が講じられていない，または具

体化していないことの証左であろう。

この状況を文科省はどのように捉えているの

か，「教育再生実行会議第十次提言・主なポイ

ント『自己肯定感を高め，自らの手で未来を切

り拓く子供を育む教育の実現に向けた，学校，

家庭，地域の教育力の向上』」から読み解いて

みる（下線は赤文字で強調されている部分）12）。

地域の教育力の項では，「学校，家庭，地域

の交流の場として学校を活用し，地域の教育力

を学校に呼び込む」とし，「地域学校協働活動

の推進」や「コミュニティ 。スペースとして学

校を整備 。活用」すること等が謳われている。

これにより，教育活動の全てを学校が丸抱えし

てしまった現状を改め，今後は地域の教育活動

の拠点としての役割を学校が担うことになる。

そして学校部活動改革，学校事務の効率化等

を通じた教師の負担軽減の項では，「『学校によ

る部活動』から『地域による部活動』に転換す

るべく，部活動指導員の配置の推進のほか，指

導者の資格の在り方や地域単位での部活動を行

なえる環境づくりについて検討」することを提

言している。これにより，1つの学校の中だけ

に閉じた部活動を改め，今後は地域や複数の学

校と一緒に活動したり，専門分野に秀でた部活

動指導員（外部指導者）を学校外へ広く求めた

りすることになる。既に岐阜県多治見市では平

日の下校時刻以降と土休日は地域のジュニアク

ラブとして活動しているという13。また筆者も，

諸外国の吹奏楽部指導者の例や，かつてM 県S

市で試行された部活動派遣外部指導者の事例に

ついて報告を行っているので参照されたい14）。

特集1 ★音楽系の部活動と音楽教育

音楽系の部活動の今を探る

７　指導者に求められる資質や能力顧問や外部指導者の資質や能力も大切である。

朝日新聞デジタルのフォーラム「中学校の部活」

に関するアンケート調査で15），「問3 ：今の中

学校の部活動で改善してほしいものは何ですか

（2 つまで選択可）によると，第1 位の「活動時

間（51 ．6％）」 に次いで「指導者(42.2%) 」

が挙げられている。事実多くの中学校では6 ．2

に記した「総額裁量制」に拠り音楽科教員が講

師や非常勤へ置き換えられたことから，吹奏楽

部の顧問を他教科の教員が担当することが増え

ている。これにより2 ．2で整理したとおり，音

楽的に優れた生徒が集まる集団になればなるほ

ど，音楽的に十分ではない指導に対する不満が

大きくなることも考えられる。これを改善する

ためにも，適切に外部指導者を登用すべきであ

ろう。

しかし音楽に精通しているだけでは，部活動

指導を担うことは難しい。一時期，人と向き合

うために必要な洞察力やソーシャルスキルが重

視されたが，その後それらの能力だけでは人を

育てるためには十分でないことが知られるよう

になり，今では次のことが求められている。

① 双方向コミュニケーションの力（協働力）

② 指導者自身の「ゆとり」（俯瞰力）

③ 管理統制から自立支援へ（コーチング）

④ 生徒の「できていること」を見逃さず，そ

の成長を具体的な言葉を用いて伝える力

これは音楽レッスンと同じである。指導者自

身が受けた経験と結びつけながら，生徒と向き

合うスキルを高める努力を継続してほしい。

12 ）文部科学省「教育再生実行会議第十次提言主なポイント『自己肯定感を高め，自らの手で未来を切り拓く子供を

育む教育の実現に向けた，学校，家庭，地域の教育力の向上』」(2017年7月9日にアクセス）http://www.mext･

goj p/b_menu/shingi/chukyo/chukyoO/gijiroku/_icsFiles/afieldfile/2017/06/23/1387211_06_1.pdf

13 ）前掲資料4

14 ）前掲書7 ，第15 章

15）朝日新聞デジタル「中学校の部活動」(2017年7月1日にアクセス）http://www.asahi.com/opinion/forum/025/
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８　音楽を大切にする部活動であるために音 楽 が 本 来 持 っ て い る 「 責 任 あ る 自 由 度 」 や

「 絶 対 的 な 正 答 が 存 在 し な い 冗 長 性 」， つ ま り 多

く の 人 々 に と っ て 価 値 あ る も の と し て 共 有 で き

る 最 小 公 倍 数 や ， 共 通 に 感 じ 取 る こ と の で き る

最 大 公 約 数 の よ う な 普 遍 性 を 求 め て 冷 静 に 音 楽

活 動 を 行 う 場 ， そ し て そ れ を 演 奏 で 表 現 し た り

感 じ 取 っ た り す る 不 易 流 行 を 楽 し む こ と の で き

る 場 ， そ の よ う な 冷 静 に 音 楽 と 向 き 合 え る 場 と

し て 吹 奏 楽 部 が 存 続 す る こ と を 願 っ て い る 。

平成29年度文部科学省学習指導要領では「特

別の教科『道徳』」が新設され，人格形成や自

己実現，社会性，社会規範等に関する指導が，

これまでより充実して行われることになる16）。

これを機会として，活動内容についてバランス

の適正化を図り，中学校吹奏楽部では「冷静な

音楽活動」に向かう指導を大切にしてほしい。おわりに

様 々 な 問 題 を 内 包 し な が ら も 永 く 続 い て き た

吹 奏 楽 部 は ， 日 本 の 学 校 教 育 の 中 で 重 要 な 役 割

を 果 た し ， 多 く の 音 楽 人 を 輩 出 し て き た 。 し か

し 少 子 化 か 進 む 今 ， 生 徒 の 減 少 に 伴 う 教 員 減 に

よ り そ の 職 務 は 煩 雑 化 。多 忙 化 を 極 め ， こ れ ま

で と 同 じ 指 導 ス タ イ ル を 維 持 す る こ と は 難 し

い 。 そ れ を 解 消 す る 方 策 と し て 部 活 動 指 導 員 の

導 入 が 提 言 さ れ た が17 ）， 音 楽 を 通 し て 多 く を 学

び ， 専 門 を 極 め た 音 楽 大 学 出 身 者 が ， 冷 静 な 音

楽 活 動 を 提 供 す る こ と の で き る 部 活 指 導 員 と し

て 活 躍 す る こ と を 望 ん で い る 。 な お 今 回 は 触 れ

な か っ た が ， 大 音 量 に 曝 さ れ る 「 耳 の 保 健 （難

聴）」への適切かつ早急 な対応 も課題であろ う．
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